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◆生物多様性の現状を把握します

ネイチャーポジティブに取り組むためには、当該水域における生息種とそ

の個体数、現存量等の情報が不可欠です。当社は、日本全国の陸水域から

沿岸域はもちろん、外洋域に至るまで、あらゆる水域に生息する生物を形

態から同定することが可能です。さらに、環境DNAによる分析を組み合わ

せることで、当該水域の生物情報を網羅的に精度よく把握します。また、

必要に応じて生物量を炭素量に換算し、生態系の物質循環を把握するため

に必要な情報の提供が可能です。

◆調査計画立案および確実な現地調査を実施します

生物多様性の現状を把握するためには、種類数、現存量、貴重種・外来種

の生息状況などの基本的な生物情報に加え、胃内容物や安定同位体比の解

析から得られる生態系の構造や、生理・生態情報から得られる生態系の機

能を知る必要があります。当社では豊富な調査実績から生物多様性の現状

を把握するために必要な計画を立案し、確実な現地調査を実施します。

我々は豊かな自然から生態系サービスと呼ばれる多くの恵みを享受して
います。生態系サービスが劣化する傾向にある中、持続可能な社会を形
成するためには、ブルーカーボン生態系の活用といった気候変動対策と
ともにBNGなどのネイチャーポジティブの取り組みが求められます。
これらは同時に推進することが可能です。例えば、藻場や浅場の造成は
海洋生態系による炭素吸収・貯留量の増加という気候変動対策であると
ともに、生物の生息環境創出という生物多様性の増加に貢献するもので
す。このような取り組みを実施するためには、生物多様性の「今」を知
ることが不可欠です。
当社は豊富な経験と実績に基づいた調査計画立案、確実な現地調査、形
態と環境DNAを用いた生物相の解明を通じて、生物多様性の現状を精度
よく把握し、ネイチャーポジティブ推進に資する情報を提供します。

【当社は陸水域～沿岸域～外洋域に生育・生息する様々な生物を対象としています】
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